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栄養シグナルに応答する新規肥満遺伝子の解析

研究内容

　肥満は，糖尿病，脂質異常症，心血管疾患などの疾

病リスクを増加させます．そのため，新規肥満遺伝子

の解析や遺伝的要因による肥満研究は，社会における

肥満対策や健康管理に貢献する重要な意義を持ちます．

　これまでに分子栄養学研究室では，栄養素の摂取に

よって変動する新規肥満関連遺伝子を複数見出してき

ました．そのうち，N4bp2l1遺伝子は，欧米のゲノムワ

イド関連解析によって肥満や血中脂質との関連が示さ

れていますが，機能はほとんど明らかとなっていませ

ん．

　本研究では，N4bp2l1 に着目し，生体における

N4bp2l1の意義・役割を解明するとともに，肥満や糖脂

質代謝にどのように影響するかを検証することを目的

としています．
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社会連携・産学連携の可能性

　肥満遺伝子の機能解明は，肥満・糖尿病など生活習慣病の予防や治療法の開発に直結する可能性があります．得ら

れた知見は，企業との機能性成分開発や創薬研究への応用が期待され，産学連携による健康寿命延伸・医療費抑制へ

の社会的貢献が見込まれます．
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